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 ～ 四 つ の テ ス ト 言行はこれに照らしてから ～ 

 １．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

2022-2023年度クラブ方針 

「行動を起こして徳を積む」 

中村君：中元先生、川口さん、卓話楽しみです。 

宮井君：中元先生、川口さん、本日の卓話よろしくお願い

します。 

岩本君：中元先生、本日の卓話楽しみにしています。 

松村君：中元様、川口様、卓話楽しみにしています。 

中元君：本日卓話させていただきます。よろしくお願いしま

す。 

川口君：本日、卓話をさせて頂きます。宜しくお願い致しま

す。 

嶋田君：中元先生、川口さん、卓話よろしくお願いします。

みなさん、新年例会お疲れさまでした。久々に楽しい時

間をすごさせて頂きました。 

辻君：本日の会員卓話、中元先生、川口さん、よろしくお

願いします。 

橋爪(誠）君：地区出向ご苦労様です。おふたりの地区出

向のお話、勉強させて頂きます。週報の新春例会の写

真すてきですね。辻委員長、委員の皆様ご準備ありがと

うございました。 

 

 

        〔例会運営小委員会 上野山（捷）委員長〕 

本日の会員数２６名        

（出席規定免除会員８名）    

出席会員１８名 

（出席規定免除会員７名） 

 

 

〔井上会長〕 

「反省」 
 先週の新年例会、三味線、ギター、民

謡？、フォークソングと趣向を凝らした久

しぶりの宴会で大変楽しかったと思いま

す。帰ってくるなり家内から「調子に乗っ

開 催 日 
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前回の報告（第３０２９回例会） 

令和５年１月１９日(木）  

〔井上会長〕 

 

 

               〔親睦活動小委員会 辻委員長〕 

ビジター：凌 文彪君（米山奨学生） 

 

 

〔橋爪（誠）SAA〕 

井上君：新年例会、皆さま楽しかったですネ！本日は川

口君、中元先生、卓話よろしくお願いします。 

木本君：中元先生、川口さん、本日の卓話宜しくお願い

致します。 

石垣（洋）君：中元様、川口様、本日の卓話楽しみにして

ます。 

岩橋君：中元耕一郎君、川口健太郎君、卓話楽しみにし

ています。 

上野山（捷）君：中元様、川口様、本日の卓話ご苦労さま

です。 

橋爪（正）君：中元さん、川口さん、卓話楽しみです。 

脇村君：中元耕一郎君、川口健太郎君、本日の卓話よろ

しくお願いします。 

  令和５年１月２６日 第３０３０回 

・外部卓話：「備えておきたい事業承継」 

 川端宏明氏（和歌山県事業承継・引継ぎ支援センター） 

・ソング：「歓迎の歌」 

  令和５年２月２日 第３０３１回 

・外部卓話：「人と地球にやさしい胡蝶蘭」 

 佐原宏氏（(有)ヒカル・オーキッド 代表取締役社長）  

・ソング：「君が代」「奉仕の理想」 
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井上会長より 

凌文彪君に 

1月の米山奨学金が

授与されました。 



２ 

職業奉仕月間 

てあの場で歌ってみっともない」と怒られました、反省しま

す。 

 「氷雨」は日野美歌さんと佳山明生さんの歌です。つい

日野美歌さん調の演歌風で歌ってしまいましたが、ギ

ター1本で歌う場合は佳山明生さん調のサラッとした

フォークソング風で歌うべきでした。反省します。 

 懇親会終了後、何人かの会員よりお褒めの言葉を頂き

ました。その中に「随分、使っていますね？」と言う言葉を

頂きました。はい、昔は結構使ったんです。 

 ある時、小さなステージのあるお店で気持ちよく歌って

いるとテーブルにフルーツの盛り合わせが届きました。

「？」と思っていると「あちらからです」と、あるお客さんか

らでした、二言三言話した後名刺を頂きました。芸能の

道に興味があるなら力になるよとの事でした。その出会い

はそこまででしたがその出会いをもし大切にしていれば

と、反省とも後悔とも複雑な気持ちです。 
 

〔木本副会長〕 

1.1月12日第7回定例理事会報告 

 報告事項 

 應地君のご尊父様が年末に亡くなら

れていて家族だけで葬儀を行なった

そうです。ご本人から事務局に連絡

があったので、例会幹事報告で会員

の皆様に謹んで報告いたします。 

 審議事項 

 ①1月2月例会プログラム(案)について【承認】 

 ②12月試算表(案)について【承認】 

 ③ローテーションデー（1月26日）について【承認】 

  コロナウイルスにより予定の企業2つの折り合いがつ

かないので1月開催を延期し年度内に開催するものと

する。 

 ④スリランカ教育支援事業（寄贈）につて【承認】 

  ノートを寄贈予定で交渉していたが、ノートに関税が

かかってしまうことがわかり、それでは意味がないとコ

ロンボ・ミッドシティRCより中止の申し出があった。引き

続きグローバル補助金を視野に入れた計画を検討し

たい。 

 ⑤後期IDMについて【承認】 

  2月9日（木）10日（金）にて川口会長エレクトのテーマ

にて開催 

2.公益財団法人ロータリー米山記念奨学会より 

 ①2020-2021年度下期普通寄付金のお願いが届く 

 ②ハイライトよねやま274号が届く 印刷して回覧 

3.地区より、ライラ研修セミナーの申し込み募集とクラブ

青少年交換関連委員長会議の案内がきています。資

料は菅原奉仕プロジェクト委員長に渡しています。内

容は掲示板を閲覧して下さい。 

4.児嶋君が和歌山医大で入院中です。現状は良好との

ことです。 

5.理事会報告事項にもありましたが、應地君のご尊父様

が年末に亡くなられていて家族だけで葬儀を行ないま

した。 

 

 

 

 〔クラブ広報小委員会 福原委員（代読 中村委員長）〕 

【横組】 

3P～5P 「ロータリーの友」創刊から70周

年を迎えて国際ロータリー（RI）ジェニ

ファー・ジョーンズ会長は日本ロータ

リー会員に対し「70周年を記念し、これ

までの素晴らしい功績と会員増強、奉

仕への献身に感謝します。さらなる成功

を、心よりお祈り申し上げます」と紹介し

ています。 

11P～21P 職業奉仕月間の特集として、私のプライド、

その仕事、ロータリアンプライドとして、職業奉仕は天か

ら与えられた、使命感を持って従事する天職を意味す

るとされます。自分の職業を常に見つめ直し、その質を

高め、誇りを持って、職業を通じて世に奉仕する会員が

「つくっている」ものは？として紹介しています。 

30P～39P 友誌創刊70周年特別企画としてバックナン

バーでたどる『友』70年、1990年～2023年が記載されて

おり歴史をたどることが出来ます。 

【縦組】 

24P ロータリーアットワーク、和歌山城南RC,ウクライナか

ら避難した女子大生を例会に招き、平和への願いを込

めてエールを送っている記事が記載されています。 

 

 

 

  

 会員 中元 耕一郎 君 

 出向：財団補助金小委員会 

 

 

 

「地区ロータリー財団委員会の仕事について」 

ロータリー財団とは 

 1917年、米国ジョージア州アトランタで開催された国際

大会において、アーチC. クランフが「全世界的な規模で

慈善・教育・その他社会奉仕の分野でよりよきことをする

ために基金をつくろう」と提案したのが、その始まりです。 

1928年には国際大会でこの基金がロータリー財団と改称

されました。その後、なかなか寄付が集まらなかったので

すが、1947年にポール・ハリスが逝去し、彼の死を悼んで

世界中から財団に寄付が集まり、その翌年には最初の財

団プログラム（高等研究奨学金）が実現しました。 

財団のプログラムについて 

 財団のプログラムは、主に①ポリオプラス、②補助金事

業、③ロータリー平和フェローシップであります。 

①ポリオとは小児麻痺のことで、西暦2000年までに地球

上から追放するという財団の事業でしたが、貧困、識字

率の低下、地域の紛争のため、未だに達成されていま

せん。ですからまだまだ支援が必要となっています。プ

ラスはポリオ以外の感染症であるハシカ、ジフテリア、

結核、破傷風、百日咳の五つの主要伝染病をプラスし

 幹事報告  

ロータリー友誌の紹介  

 卓 話 



て、同時追放するという意味であります。 

②補助金事業について、財団が掲げる7つの重点分野

に特化した事業を推進することとなっています。「母子

の健康」、「平和と紛争予防/紛争解決」、「疾病予防と

治療」、「水と衛生」、「経済と地域社会の発展」、「基本

的教育と識字率向上」、「環境」（2021年より新たに追

加）であります。 

③ロータリー平和フェローシップとは、奨学金を通じて、

世界の平和の担い手となる若い人材を育てることを目

的としています。ウクライナでの戦争や、難民の問題

等々、世界の平和を実現するため、財団が奨学金を授

与して世界の名門大学で修士号等を取得してもらいま

す。そして、卒業後はしっかり、世界平和のために活躍

してもらうことを目的としています。 

財団のプログラムを支える補助金について 

 財団のプログラムを支える補助金は、①グローバル補

助金と②地区補助金であります。いずれの補助金も人道

奉仕（人助け）、奨学金、職業研修に使うこととされていま

す。グローバル補助金と地区補助金の違いは、7重点分

野に該当するか否かによって決められています。グロー

バル補助金は必ず7重点分野に使用しなければなりませ

ん。一方、地区補助金は必ずしも７重点分野に該当しな

くても良いとされています。 

地区補助金プログラムのチェック項目 

①財団補助金セミナーへの参加の確認 

②地区補助金銀行口座の開設 

③地区補助金申請書類の提出（事業計画書、見積書

等）の確認 

④地区補助金の受け取りの確認 

⑤奉仕事業の実施（1年以内に完結するもの）の確認 

⑥事業報告書の提出（新聞記事等の写真、領収書）の

確認 

地区ロータリー財団委員会の仕事について 

①ロータリー財団セミナーの開催（2023年3月21日の予

定） 

②地区研修・協議会でのロータリー財団についての説明 

③各クラブからの地区補助金申請について上記の審査 

④グローバル補助金の審査 グローバル奨学生の面接 

 

 

  

  

 会員 川口 健太郎 君 

 出向：青少年・ライラ委員会 

 

 

 

【名称説明】 

当委員会の正式名称は、ロータリー青少年指導育成

プログラム（Rotary Youth Leadership Awards） 

頭文字をとり、RYLAライラと言います。初出向が2020年と

なり現在3年目になりました。 

【地区組織説明】 

 委員会は、地区組織図をご覧頂くと社会奉仕部門、社

会奉仕委員会の一委員会となります。こちらはインターア

クトやローターアクトからも連携し事業に参加依頼も行い

ます。 

【活動説明】 

 どんな活動を行う委員会なのか？毎年テーマに沿った

事業を企画、2泊3日の集団生活と事業体験を通して、こ

れからのリーダー育成の一環としています。すなわち将

来のロータリアンとなって頂く為に、実体験、友情、学び

の機会を提供している委員会と言えます。 

【事業参加対象者】 

 国際ロータリー第2640地区、ロータリアン及びその

家族、会社従業員等地区内ロータリークラブが支

援、または奉仕プログラムの対象となっている学生、

留学生、社会人、地区内ロータリークラブが認める

上記学生を支援する関係者、教員、ホストファミリー

等地区内ロータリークラブが認め、善良かつ優秀な

推薦者。基本14歳以上の年齢層の異なる若者が対

象となります。※事業内容や各地ライラ委員会によ

る。 

【開催事業】 

・2020-2021年度  高野山宿坊体験（写経・阿字観・

奥の院ナイトツアーなど） 

 ※コロナの為中止。 

・2021-2022年度白崎少年自然の家にて、サバイバ

ル体験（災害への対応） 

 ※私、体調不良で欠席しました。 

・2022-2023年度今回  テーマ「武道からの学び」と

題して和歌浦にて開催。 

 ※開催日2023年3月25日（土）26日（日）27日（月） 

 

以上、第41回ライラ研修セミナー事業の開催、参加者募

集案内動画を拝見頂き、私の卓話とさせて頂きます。ご

清聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

職業奉仕月間 

３ 

日程 2月の例会プログラム 

2/2(木) 

外部卓話 

佐原 宏 氏 

（(有)ヒカル・オーキッド 

       代表取締役社長） 

「人と地球にやさしい胡蝶蘭」 

2/9(木) 休会 

2/16(木) 後期IDM発表 

2/23(木) 休会 

閉会・点鐘 〔井上会長〕 


